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評価項目 細別 評定点 ／ 満点 分析(%)

1.施工体制 Ⅰ.施工体制一般 3.3 ／ 3.3点 100%

Ⅱ.配置技術者 3.5 ／ 4.1点 85%

2.施工状況 Ⅰ.施工管理 12 ／ 13.0点 92%

Ⅱ.工程管理 7.1 ／ 8.1点 88%

Ⅲ.安全対策 8.8 ／ 8.8点 100%

Ⅳ.対外関係 3.3 ／ 3.7点 89%

3.出来形及び出来ばえ Ⅰ.出来形 13.9 ／ 14.9点 93%

Ⅱ.品質 13.4 ／ 17.4点 77%

Ⅲ.出来ばえ 7.5 ／ 8.5点 88%

4.工事特性(加点のみ) Ⅰ.施工条件等への対応 4.5 ／ 7.3点 62%

5.創意工夫(加点のみ) Ⅰ.創意工夫 5.3 ／ 5.7点 93%

6.社会性等(加点のみ) Ⅰ.地域への貢献 4.7 ／ 5.2点 90%

7.法令順守等(減点のみ) 工事事故等による減点 －

総合評価による減点 －

87.3 ／ 100点

低評価

分析出来る。

そしに、品質も、少し低い事が、分かる。

<87点の工事成績からすると、表彰対象でも、おかしくないほどの高得点である。>

※さらなる高評価を得るように、弱点を減らせば、表彰現場になれると、期待出来る。

2016年3月3日(木)

（工事成績評定点に、対する弱点分野データ分析）

工事名：宜野湾浄化センター最終沈殿池築造工事(2工区)

項目別評定点

この表から、弊社は、施工体制、安全対策、出来ばえ、創意工夫等は、かなり高評価だと、

しかし、残念ながら、施工条件等への対応が、75点以下の低評価。


